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8.2 地 下 水 位

① 地 下 水 位 (初 期 水 位 )は ， No.1と B2-2で GL-0.70～ 0.80mの 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]

内 ， B1-2で GL-2.65mの 沖 積 砂 質 土 層 (As)内 に 認 め ら れ ， 降 雨 等 に よ り 変 動

す る 自 由 面 地 下 水 と 推 察 さ れ る 。 ま た B1-1と B2-1で GL-1.00～ 1.90mの 沖

積 粘 性 土 層 (Ac)内 に 認 め ら れ ， 宙 水 と 推 察 さ れ る 。 な お 被 圧 に よ る 湧 水 は ． 今

回 調 査 と 既 存 調 査 と も に 認 め ら れ て い な い 。

8.3 支 持 層 と 工 学 的 基 盤 面

① 概 ね Ｎ 値 ≧ 30が 層 厚 5m程 度 連 続 す る 洪 積 第 3粘 性 土 層 2(Dc3-2)と N値 ≧ 60

が 層 厚 5m以 上 連 続 す る 基 盤 岩 (BR)は ， 支 持 層 と 判 断 さ れ る 。

※ 建 築 基 礎 設 計 の た め の 地 盤 調 査 計 画 指 針 (日 本 建 築 学 会 )P25に よ る と ， 支 持 層 の 目 安 は ,砂 質

土 ･礫 質 土 で は N値 ≧ 50(ま た は 60)， 粘 性 土 で は Ｎ 値 ≧ 20～ 30が 5～ 10m程 度 以 上 確 認 す る

こ と と さ れ て い る 。 な お 本 調 査 で は ， 粘 性 土 N値 ≧ 30を 安 全 側 に 支 持 層 と し た 。  

② 基 盤岩 (BR)は ，N値 ≧ 60が 層厚 5m以上 連 続す るこ とか ら， 便 宜的 に Vs=400m/s

に 対 応 す る も の と 推 察 さ れ ， 地 震 応 答 解 析 を 行 う 場 合 の 工 学 的 基 盤 面 と 判 断 さ

れ る 。

8 . 4  調 査 地 の 留 意 点

① 盛 土 (砂 質 土 )[Bs]と 沖 積 砂 質 土 層 (As)は ， α max=150～ 350galで 液 状 化 発 生

の 可 能 性 が あ る と 判 定 さ れ る 。 ま た 液 状 化 の 危 険 度 は ， ｢低 い ～ 高 い ｣と 判 定 さ

れ る 。

② 沖 積 粘 性 土 層 (Ac)は ， 局 部 的 に N値 =3を 示 し 軟 質 で あ る こ と か ら ， 圧 密 沈 下 に

よ る 不 同 沈 下 が 懸 念 さ れ る 。

③沖積砂質土層(As)は，現場透水試験より求められた透水係数ｋが1.18×10-3cm/s，

室 内 土 質 試 験 結 果 よ り 求 め ら れ た 透 水 係 数 ｋ が 1.75×10- 4cm/sを 示 し ， 透 水

性 が ｢低 い ～ 中 位 ｣と 判 定 さ れ る こ と か ら ， 透 水 層 と 判 断 さ れ る 。

④ 洪 積 第 1粘 性 土 層 1(Dc1-1)は ， 室 内 土 質 試 験 結 果 よ り 求 め ら れ た 透 水 係 数 ｋ

が 3.00×10- 6cm/sを 示 し ， 透 水 性 が ｢非 常 に 低 い ｣と 判 定 さ れ る こ と か ら ， 難

透 水 層 と 判 断 さ れ る 。

8 . 5  地 下 水 対 策

① 地 下 水 対 策 は ， 地 下 水 位 が GL-0.70～ 2.65mと 浅 い 深 度 に 位 置 す る こ と か ら ，

計 画 基 礎 底 面 の 深 度 に よ っ て は ， 仮 締 切 工 に よ る 止 水 や 排 水 対 策 に つ い て の 検

討 が 望 ま れ る 。

最 後 に ， 今 回 の 調 査 結 果 を 基 に 経 済 性 ･安 全 性 ･維 持 管 理 ･施 工 性 等 を 総 合 的 に

検 討 し て 設 計 ･施 工 に あ た っ て い た だ き た い 。  

図 8.2 推 定 地 層 断 面 図 と 留 意 点 (2) H:V=1:3 
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ボーリング柱状図

調 査 名 S I - 0 1 0 2  新 ご み 処 理 施 設 整 備 事 業 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 青 森 県 む つ 市 大 字 奥 内 字 今 泉  地 内 北 緯 4 1 ﾟ  1 3 '  0 . 4 8 "

東 経 1 4 1 ﾟ  1 5 '  3 9 . 3 6 "発 注 機 関 下 北 地 域 広 域 行 政 事 務 組 合 調査期間 令和 2年  1月  3 0日  ～  2年  2月  4日

調 査 業 者 名
有 限 会 社  三 陽 技 研

電話 ( 0 1 7 - 7 6 6 - 9 9 1 2 )
主任技師 佐 々 木 　 恵 一

現 場
代 理 人

齊 藤 　 尚 昌
コ ア
鑑 定 者

佐 々 木 　 恵 一
ボｰリング
責 任 者

鳴 海 　 博 喜

孔 口 標 高 H=
14.84m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

0ﾟ 地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 扶 桑 製 　 K R - 1 0 0 型
ハンマー
落下用具

半 自 動 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F D - 1 0 型 ポ ン プ 扶 桑 製 　 V 5 - P 型総 掘 進 長  48.50m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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15
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32
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40
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46

47
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標

高

(m)

 14.09

 13.34

 11.84

 10.84

 -0.66

-24.66
-25.06

-26.86

-27.71

-33.66

層

厚

(m)

  0.75

  0.75

  1.50

  1.00

 11.50

 24.00
  0.40
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  0.85

  5.95

深

度

(m)

0.75

1.50

3.00

4.00

15.50

39.50
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41.70

42.55

48.50

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

全体に砂は細砂主体。
全体にφ2～10mmの軽石とφ40mm以
下の砕石を混入。
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軽石混
じり砂

淡
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灰
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り砂

暗

灰
中位
の
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分解の有機物を混入。
2.95m付近に細砂をシーム状に挟在。

粘

土

淡

黄

褐

硬

い

全体に粒子ほぼ均一。
全体にφ2mm以下の石英を混入。
φ2～10mmの亜円礫をわずかに混入。
3.80～4.00m間にφ2～10mmの亜円礫
と軽石を混入。

細

砂

黄

褐

灰

中

位

の

未分解の有機物をわずかに混入。
4.30～4.40m間に細砂を挟在。
5.70～6.00m間に細砂を2～10mmのシ
ーム状に挟在。
8.20～8.40m間に細砂を挟在。
8.65～9.00m間と10.65～10.90m間に
細砂を多く混入し砂質シルト状を呈
す。
11.60～11.80m間にφ2～20mmの亜角
～亜円礫と細砂および腐木片を混
入。

シ

ル

ト

暗

緑

灰

軟

ら

か

い～

非

常

に

硬

い

全体に貝殻片を混入。
17.50～17.80m間,21.60～21.70m間,
22.65～22.80m間,27.50～27.55m間,
27.85～27.90m間,30.50～30.55m間,
35.50～35.70m間に細砂を混入し砂
混じりシルト状を呈す。
37.65～37.80m間に細砂とφ2～5mm
の軽石およびφ2mm以下の石英で構
成される軽石質砂を挟在。

貝

殻

混

じ

り

シ

ル

ト

暗

緑

灰

硬

い～

固

結

し

た

全体に砂は細砂主体。
全体に火山灰を多く混入。
全体にφ2mm以下の石英とφ2～5mm
の軽石を混入。

火山灰
質砂

暗

紫

灰

全体に細砂を多く混入。
全体に貝殻片を混入。

貝殻混
じり砂
質シル
ト

暗

緑

灰

非常
に硬
い～
固結
した

全体に砂は細砂主体。
全体にφ2～20mmの軽石を多く混入。
全体にφ2mm以下の石英とφ2～10mm
の亜角礫を混入。

軽石質
砂

暗

灰

密

な

全体に細砂を多く混入。
全体に貝殻片を混入。
44.00～44.70m間にφ2～20mmの軽石
をわずかに混入。
47.50～47.90m間は砂分少なく貝殻
混じりシルト状を呈す。

貝殻混
じり砂
質シル
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緑
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常に
硬い
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現場透水試験データシート 



JGS 1314 ボーリング孔を利用した透水試験(非定常法)

　調査件名 試験年月日 令和2年2月5日

　地点番号 No.1 試　験　者 鳴海　博喜

試   験   方   法 揚水法 試験開始時間 9:00 天　　　　　候 雪

試   験   区   間　　ｍ 3.00～3.50 試験区間の長さＬ ㎝ 50.0 試験区間の直径Ｄ ㎝ 8.6

測定用パイプの内径 ｄ ㎝ 10.5 地 下 水 位 ｈ0  ㎝ -110.0 帯 水 層 区 分 不　圧

　　ｍ 7.58E-04 透 水 係 数ｋ　㎝/s 1.18E-03 土    質    名 細砂

経過時間 t 孔内水位 h
地下水位ｈ0と
の水位差ｓ

ｓ ㎝ ㎝

-240.0 130.0

15 -235.0 125.0

30 -232.0 122.0

45 -229.0 119.0

60 -225.0 115.0

90 -219.0 109.0

120 -216.0 106.0

180 -204.0 94.0

240 -195.0 85.0

300 -187.0 77.0

360 -181.0 71.0

420 -175.0 65.0

480 -170.0 60.0

540 -165.0 55.0

600 -160.0 50.0

900 -144.0 34.0

1200 -133.0 23.0

1500 -127.0 17.0

1800 -123.0 13.0

2700 -118.0 8.0

3600 -114.0 4.0

5400 -112.0 2.0

7200 -110.0

特記事項 試験孔の状態 透水係数算定式

　不圧状態にある地盤

　被圧状態にある地盤

130.0 77.0
0.0 300

(社)地盤工学会 ３７５１ 不許複製

SI-0102 新ごみ処理施設整備事業地質
調査業務委託

logs～t曲線
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log s～ t 曲線の
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孔
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水
位

 h
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㎝
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試験区間上端と帯水層

境 界 面 と の 距 離

試験区間下端と帯水層

境 界 面 と の 距 離

m

m

m

 0.66d2log(2L/D)
        L

ｋ＝ ・ｍ

 0.66d2log(4L/D)
        L

ｋ＝ ・ｍ
試 験 区 間 の 長 さ

Ｓ－

S1=

t1=

㎝,S2=

S ,t2=

㎝

S

ｍ＝
 log(S1/S2)
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室内土質試験データシート 



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 15日

西塚　光行

P-3

(3.15～3.45m)

2.699

28.6

2.3

74.8

10.6

12.3

58.3

0.153

19

0.031

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

細粒分質砂

(SF)

Tr-4

(4.00～4.95m)

1.826

1.323

2.666

38.2

1.017

99.9

0.0

49.9

26.8

23.3

*

0.074

2

0.003

48.6

28.2

20.4

砂質シルト

(MLS)

128

163

140

（低液性限界）

P-11

(11.15～11.45m)

2.612

41.6

0.0

43.5

29.4

27.1

*

0.033

2

0.002

52.6

33.0

19.6

砂質シルト

(MHS)

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径 D 50

2 0 ％ 粒 径D20

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 12日

西塚　光行

P-3 (3.15～3.45m)

4

171.870

18.0

0.99860

159.014

4

61.392

40.987

20.405

2.699

7

174.228

18.0

0.99860

159.848

7

63.405

40.586

22.819

2.700

2.699

8

169.570

18.0

0.99860

156.700

8

61.479

41.053

20.426

2.699

Tr-4 (4.00～4.95m)

9

167.966

18.0

0.99860

157.150

9

58.665

41.380

17.285

2.668

10

173.331

18.0

0.99860

162.526

10

59.318

42.059

17.259

2.670

2.666

11

168.711

18.0

0.99860

157.885

11

56.612

39.284

17.328

2.661

P-11 (11.15～11.45m)

12

168.153

18.0

0.99860

157.696

12

59.111

42.176

16.935

2.611

13

165.253

18.0

0.99860

154.352

13

59.951

42.318

17.633

2.616

2.612

24

169.100

18.0

0.99860

158.366

24

58.949

41.562

17.387

2.610



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 7日

西塚　光行

28.6

P-3 (3.15～3.45m)

410

63.64

52.48

12.77

28.10

444

77.61

63.07

12.80

28.92

261

78.33

63.54

12.27

28.85

38.2

Tr-4 (4.00～4.95m)

354

207.49

159.72

35.12

38.34

341

256.41

195.58

35.23

37.94

27

222.83

171.25

37.05

38.44

41.6

P-11 (11.15～11.45m)

485

68.31

51.90

12.75

41.92

422

67.47

51.36

12.35

41.30

412

67.56

51.45

12.61

41.48



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 12日

西塚　光行

P-3

(3.15～3.45m)

100.0

99.8

99.2

97.7

96.3

93.0

82.8

28.7

22.9

0.0560 21.7

0.0396 20.9

0.0251 19.2

0.0145 16.9

0.0103 15.2

0.0073 13.7

0.0036 11.2

0.0015 8.8

Tr-4

(4.00～4.95m)

100.0

99.6

98.8

92.3

57.5

50.1

0.0572 47.2

0.0405 43.7

0.0256 39.0

0.0148 34.2

0.0105 29.5

0.0074 26.0

0.0037 21.3

0.0015 14.2

P-3

(3.15～3.45m)

*

0.8

1.5

1.4

13.5

59.9

10.6

12.3

97.7

93.0

22.9

19

0.175

0.153

0.109

0.003

58.3

22.6

2.699

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

飽和溶液 ，10ml

0.031

Tr-4

(4.00～4.95m)

*

*

*

0.4

7.3

42.2

26.8

23.3

100.0

98.8

50.1

2

0.114

0.074

0.011

*

*

*

2.666

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

飽和溶液 ，10ml

0.003

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P-3 (3.15m～3.45m)
Tr-4 (4.00m～4.95m)



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ20 mm

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 12日

西塚　光行

P-11

(11.15～11.45m)

100.0

99.4

97.9

92.2

63.4

56.5

0.0585 54.4

0.0414 51.6

0.0262 48.9

0.0151 40.5

0.0107 34.9

0.0076 30.7

0.0038 25.1

0.0016 19.5

P-11

(11.15～11.45m)

*

*

*

0.6

7.2

35.7

29.4

27.1

100.0

97.9

56.5

2

0.092

0.033

0.007

*

*

*

2.612

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

飽和溶液 ，10ml

0.002

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P-11 (11.15m～11.45m)



   土の液性限界・塑性限界試験 （試験結果）
J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1

調査件名 試験年月日

試 験 者

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

試料番号（深さ）

液性限界試験 塑性限界試験 液性限界 w L ％

落下回数 含水比 w ％ 含水比 w ％

塑性限界 w p ％

塑性指数 I p

特記事項

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 13日

西塚　光行

P-3 (3.15～3.45m)

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

Tr-4 (4.00～4.95m)

44 45.93

34 47.17

29 47.56

26 48.32

15 51.59

8 54.00

27.83

28.31

28.49

48.6

28.2

20.4

P-11 (11.15～11.45m)

43 51.12

34 51.80

24 52.61

19 53.19

14 54.23

10 55.27

33.63

32.41

32.94

52.6

33.0

19.6

流動曲線

5

5

10

10

15

15

20

20

25

25

30

30

40

40

50

50

ＮＰ

溝切り不能

ヒモ状にならず試験不能

45

47

49

51

53

48.6 %

If =  11.3

51

52

53

54

55

52.6 %

If =  6.5



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 12日

西塚　光行

P-3

(3.15～3.45m)

2.3

74.8

22.9

10.6

12.3

19

58.3

ＮＰ

ＮＰ

ＮＰ

細粒分質砂

(SF)

○

Tr-4

(4.00～4.95m)

0.0

49.9

50.1

26.8

23.3

2

*

48.6

28.2

20.4

砂質シルト

（低液性限界）

(MLS)

◎

P-11

(11.15～11.45m)

0.0

43.5

56.5

29.4

27.1

2

*

52.6

33.0

19.6

砂質シルト

（高液性限界）

(MHS)

●

0 20 50 100 150 200
  0
  6

 20

 50

100

塑 性 図

液 性 限 界 w L （％）

塑
性

指
数

I
p

(CL)

(ML)

(CH)

(MH)

B線

A線

A線:  =0.73(   -20)

B線:  =50

I p L

L

w
w

◎●

三角座標

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0

5

15

50

85

95

100

  
0

 1
5

 5
0

 8
5

10
0

  0

 50

 85

100

0

15

50

100

  
0

  
5

 1
5

 5
0

 8
5

 9
5

10
0

  0  5

 15

 50

 85

 95100

0
5

15

50

85

95
100

礫
　
分
（
2～

75
mm
）
（
％
） 細

粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標

(G)

(G
-F
)

(G
F)

(F
G)

(F
-G
)

(F)

(G-S)

(G-FS)

(GF-S)

(FG-S)

(F-SG)

(F-S)

(GS)

(GS-F)

(GFS)

(FSG)

(FS-G)

(FS)

(SG)

(SG-F)

(SFG)
(SF-G)

(SF)

(S-G)

(S-FG)

(S-F)

(S)

○

◎

●



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験

調査件名

試料番号（深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 7日

Tr-4 (4.00～4.95m) 西塚　光行

1

793.99

6.42

6.42

6.43

6.43

6.40

6.41

6.42

13.25

13.25

13.25

428.92

2

769.50

6.43

6.43

6.40

6.40

6.42

6.42

6.42

13.24

13.24

13.24

428.60

3

797.23

6.49

6.48

6.46

6.46

6.42

6.42

6.46

13.27

13.27

13.27

434.94

329

192.27

151.16

36.83

35.96

28

186.79

143.47

37.36

40.83

356

185.34

144.80

35.27

37.01

280

182.28

143.69

36.26

35.92

73

191.86

146.75

36.61

40.96

322

196.16

152.53

37.62

37.97

35.9 40.9 37.5

1.851

1.362

0.957

100.0

1.795

1.274

1.093

99.8

1.833

1.333

1.000

100.0

2.666

1.323

38.1

1.017

1.826

99.9



   J I S A 1 2 1 6

J G S 0 5 1 1
土 の 一 軸 圧 縮 試 験（強度・変形特性）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

液 性 限 界 w L
1) ％

塑 性 限 界 w p
1) ％

ひずみ速度 ％/min

特記事項 1) 必要に応じて記載する。

E50 =

q u

2

ε50

/10

供 試 体 No.

試 料 の 状 態

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

質 量 m g

湿 潤 密 度 ρt
1) g/cm3

含 水 比 w ％

一軸圧縮強さ q u kN/m2

破壊ひずみ εf ％

変 形 係 数 E 50
1) MN/m2

鋭 敏 比 S t
1)

供試体の

破壊状況

No.

No.

No.

No.

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

[1MN/m2≒10.2kgf/cm2]

ＳＩ-0102　新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 令和 2年 2月 7日

Tr-4 (4.00～4.95m) 西塚　光行

砂質シルト（低液性限界） (MLS)

48.6

28.2

1.0

1

乱さない

13.25

6.42

793.99

1.851

35.9

128

1.0

18.5

2

乱さない

13.24

6.42

769.50

1.795

40.9

163

1.0

26.2

3

乱さない

13.27

6.46

797.23

1.833

37.5

140

2.2

7.8

1

2

3

圧 縮 ひ ず み ε (％)

圧
縮

応
力
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液状化検討結果図 



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-0102_新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　14.84ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ

標

尺
(m)

標

尺
(m)

柱

状

図

地

層

深

度
（ｍ）

層

厚
（ｍ）

γｔ

(kN
 /ｍ )

3

γsat

(kN
 /ｍ )

3

γ’

(kN
 /ｍ )

3

計

算

深

度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
  /㎡)

σv’

(kN
  /㎡)

シ

ル

ト

分
（％）

粘

土

分
（％）

塑

性

指

数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

 5

10

15

20

 5

10

15

20

Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.75  0.75  17.0  18.0   8.0

 1.50  0.75  17.0  18.0   8.0

 3.00  1.50  16.0  17.0   7.0

 4.00  1.00  18.0  19.0   9.0

15.50 11.50  18.0  19.0   9.0

39.50 24.00  18.0  19.0   9.0

 1.30  11  23.4  10.4  10.6  12.3   0.0  42.1  1.008.894 0.219 40.52 ○

 2.30  10  40.6  17.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  18  58.2  25.2  10.6  12.3   0.0  43.8  1.0011.71 0.218 53.63 ○

 4.30   4  77.2  34.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30   7  96.2  43.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  10 115.2  52.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30   7 134.2  61.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   7 153.2  70.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  14 172.2  79.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  15 191.2  88.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30   9 210.2  97.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  16 229.2 106.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.30  17 248.2 115.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  18 267.2 124.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  20 286.2 133.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  17 305.2 142.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  18 324.2 151.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  13 343.2 160.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  13 362.2 169.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  14 381.2 178.2   0.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-0102_新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　14.84ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ

標

尺
(m)

標

尺
(m)

柱

状

図

地

層

深

度
（ｍ）

層

厚
（ｍ）

γｔ

(kN
 /ｍ )

3

γsat

(kN
 /ｍ )

3

γ’

(kN
 /ｍ )

3

計

算

深

度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
  /㎡)

σv’

(kN
  /㎡)

シ

ル

ト

分
（％）

粘

土

分
（％）

塑

性

指

数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

 5

10

15

20

 5

10

15

20

Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.75  0.75  17.0  18.0   8.0

 1.50  0.75  17.0  18.0   8.0

 3.00  1.50  16.0  17.0   7.0

 4.00  1.00  18.0  19.0   9.0

15.50 11.50  18.0  19.0   9.0

39.50 24.00  18.0  19.0   9.0

 1.30  11  23.4  10.4  10.6  12.3   0.0  42.1  1.008.894 0.293 30.39 ○

 2.30  10  40.6  17.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  18  58.2  25.2  10.6  12.3   0.0  43.8  1.0011.71 0.291 40.22 ○

 4.30   4  77.2  34.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30   7  96.2  43.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  10 115.2  52.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30   7 134.2  61.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   7 153.2  70.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  14 172.2  79.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  15 191.2  88.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30   9 210.2  97.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  16 229.2 106.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.30  17 248.2 115.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  18 267.2 124.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  20 286.2 133.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  17 305.2 142.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  18 324.2 151.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  13 343.2 160.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  13 362.2 169.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  14 381.2 178.2   0.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-0102_新ごみ処理施設整備事業地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　14.84ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ

標

尺
(m)

標

尺
(m)

柱

状

図

地

層

深

度
（ｍ）

層

厚
（ｍ）

γｔ

(kN
 /ｍ )

3

γsat

(kN
 /ｍ )

3

γ’

(kN
 /ｍ )

3

計

算

深

度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
  /㎡)

σv’

(kN
  /㎡)

シ

ル

ト

分
（％）

粘

土

分
（％）

塑

性

指

数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

 5

10

15

20

 5

10

15

20

Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.75  0.75  17.0  18.0   8.0

 1.50  0.75  17.0  18.0   8.0

 3.00  1.50  16.0  17.0   7.0

 4.00  1.00  18.0  19.0   9.0

15.50 11.50  18.0  19.0   9.0

39.50 24.00  18.0  19.0   9.0

 1.30  11  23.4  10.4  10.6  12.3   0.0  42.1  1.008.894 0.512 17.37 ○

 2.30  10  40.6  17.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  18  58.2  25.2  10.6  12.3   0.0  43.8  1.0011.71 0.510 22.98 ○

 4.30   4  77.2  34.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30   7  96.2  43.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  10 115.2  52.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30   7 134.2  61.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   7 153.2  70.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  14 172.2  79.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  15 191.2  88.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30   9 210.2  97.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  16 229.2 106.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.30  17 248.2 115.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  18 267.2 124.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  20 286.2 133.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  17 305.2 142.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  18 324.2 151.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  13 343.2 160.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  13 362.2 169.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  14 381.2 178.2   0.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B1-1 地盤標高：　15.49ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ

標

尺
(m)

標

尺
(m)

柱

状

図

地

層

深

度
（ｍ）

層

厚
（ｍ）

γｔ

(kN
 /ｍ )

3

γsat

(kN
 /ｍ )

3

γ’
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 /ｍ )

3
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算

深

度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
  /㎡)

σv’

(kN
  /㎡)

シ

ル

ト

分
（％）

粘

土

分
（％）

塑

性

指

数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

 5
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15

20

 5

10

15

20

Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 1.80  1.80  17.0  18.0   8.0

 2.75  0.95  16.0  17.0   7.0

 3.90  1.15  16.0  17.0   7.0
 4.50  0.60  18.0  19.0   9.0

 5.50  1.00  18.0  19.0   9.0

 7.00  1.50  18.0  19.0   9.0

 7.90  0.90  18.0  19.0   9.0

 9.80  1.90  18.0  19.0   9.0

13.00  3.20  18.0  19.0   9.0

17.50  4.50  18.0  19.0   9.0

40.90 23.40  18.0  19.0   9.0

 1.30   4  23.4  10.4  10.6  12.3   0.0  20.6  1.000.244 0.219 1.111 ○

 2.30   6  40.9  17.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  16  57.9  24.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  16  75.7  32.7  10.6  12.3   0.0  36.0  1.003.145 0.215 14.60 ○

 5.30   7  94.7  41.7  10.6  12.3   0.0  19.0  1.000.212 0.208 1.021 ○

 6.30   7 113.7  50.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  21 132.7  59.7  10.6  12.3   0.0  35.2  1.002.724 0.197 13.83 ○

 8.30  25 151.7  68.7  10.6  12.3   0.0  38.1  1.004.613 0.192 23.98 ○

 9.28  60 170.3  77.5  10.6  12.3   0.0  75.8  1.00531.0 0.188  2822 ○

10.30  36 189.7  86.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30  20 208.7  95.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  21 227.7 104.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.29  60 246.5 113.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  28 265.7 122.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  25 284.7 131.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  28 303.7 140.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  25 322.7 149.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  25 341.7 158.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  28 360.7 167.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  25 379.7 176.7   0.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B1-1 地盤標高：　15.49ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  4.53

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 1.80  1.80  17.0  18.0   8.0

 2.75  0.95  16.0  17.0   7.0

 3.90  1.15  16.0  17.0   7.0
 4.50  0.60  18.0  19.0   9.0

 5.50  1.00  18.0  19.0   9.0

 7.00  1.50  18.0  19.0   9.0

 7.90  0.90  18.0  19.0   9.0

 9.80  1.90  18.0  19.0   9.0

13.00  3.20  18.0  19.0   9.0

17.50  4.50  18.0  19.0   9.0

40.90 23.40  18.0  19.0   9.0

 1.30   4  23.4  10.4  10.6  12.3   0.0  20.6  0.380.244 0.293 0.833 Ｘ

 2.30   6  40.9  17.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  16  57.9  24.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  16  75.7  32.7  10.6  12.3   0.0  36.0  1.003.145 0.287 10.95 ○

 5.30   7  94.7  41.7  10.6  12.3   0.0  19.0  0.300.212 0.277 0.766 Ｘ

 6.30   7 113.7  50.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  21 132.7  59.7  10.6  12.3   0.0  35.2  1.002.724 0.263 10.37 ○

 8.30  25 151.7  68.7  10.6  12.3   0.0  38.1  1.004.613 0.256 17.99 ○

 9.28  60 170.3  77.5  10.6  12.3   0.0  75.8  1.00531.0 0.251  2117 ○

10.30  36 189.7  86.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30  20 208.7  95.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  21 227.7 104.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.29  60 246.5 113.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  28 265.7 122.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  25 284.7 131.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  28 303.7 140.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  25 322.7 149.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  25 341.7 158.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  28 360.7 167.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  25 379.7 176.7   0.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 2.27 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B1-1 地盤標高：　15.49ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 12.95

△

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 1.80  1.80  17.0  18.0   8.0

 2.75  0.95  16.0  17.0   7.0

 3.90  1.15  16.0  17.0   7.0
 4.50  0.60  18.0  19.0   9.0

 5.50  1.00  18.0  19.0   9.0

 7.00  1.50  18.0  19.0   9.0

 7.90  0.90  18.0  19.0   9.0

 9.80  1.90  18.0  19.0   9.0

13.00  3.20  18.0  19.0   9.0

17.50  4.50  18.0  19.0   9.0

40.90 23.40  18.0  19.0   9.0

 1.30   4  23.4  10.4  10.6  12.3   0.0  20.6  0.380.244 0.512 0.476 Ｘ

 2.30   6  40.9  17.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  16  57.9  24.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  16  75.7  32.7  10.6  12.3   0.0  36.0  1.003.145 0.503 6.256 ○

 5.30   7  94.7  41.7  10.6  12.3   0.0  19.0  0.300.212 0.485 0.438 Ｘ

 6.30   7 113.7  50.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  21 132.7  59.7  10.6  12.3   0.0  35.2  1.002.724 0.460 5.928 ○

 8.30  25 151.7  68.7  10.6  12.3   0.0  38.1  1.004.613 0.449 10.28 ○

 9.28  60 170.3  77.5  10.6  12.3   0.0  75.8  1.00531.0 0.439  1209 ○

10.30  36 189.7  86.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30  20 208.7  95.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  21 227.7 104.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.29  60 246.5 113.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  28 265.7 122.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  25 284.7 131.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  28 303.7 140.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  25 322.7 149.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  25 341.7 158.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  28 360.7 167.7   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  25 379.7 176.7   0.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 3.23 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B1-2 地盤標高：　13.87ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.50  0.50  17.0  18.0   8.0

 1.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 2.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 3.50  1.00  18.0  19.0   9.0

 4.30  0.80  18.0  19.0   9.0

21.00 16.70  18.0  19.0   9.0

 1.30   3  22.6   9.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  12  39.6  16.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30   7  58.2  25.2  10.6  12.3   0.0  22.1  1.000.288 0.218 1.320 ○

 4.23  12  75.8  33.5  10.6  12.3   0.0  28.8  1.000.831 0.211 3.943 ○ 4.38  15  78.6  34.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  16  96.2  43.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  23 115.2  52.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  16 134.2  61.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30  17 153.2  70.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  18 172.2  79.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  18 191.2  88.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30  14 210.2  97.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  18 229.2 106.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.30  18 248.2 115.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  17 267.2 124.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  17 286.2 133.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  14 305.2 142.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  18 324.2 151.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  14 343.2 160.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  18 362.2 169.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  18 381.2 178.2  75.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B1-2 地盤標高：　13.87ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.13

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.50  0.50  17.0  18.0   8.0

 1.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 2.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 3.50  1.00  18.0  19.0   9.0

 4.30  0.80  18.0  19.0   9.0

21.00 16.70  18.0  19.0   9.0

 1.30   3  22.6   9.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  12  39.6  16.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30   7  58.2  25.2  10.6  12.3   0.0  22.1  0.490.288 0.291 0.990 Ｘ

 4.23  12  75.8  33.5  10.6  12.3   0.0  28.8  1.000.831 0.281 2.958 ○ 4.38  15  78.6  34.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  16  96.2  43.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  23 115.2  52.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  16 134.2  61.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30  17 153.2  70.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  18 172.2  79.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  18 191.2  88.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30  14 210.2  97.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  18 229.2 106.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.30  18 248.2 115.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  17 267.2 124.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  17 286.2 133.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  14 305.2 142.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  18 324.2 151.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  14 343.2 160.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  18 362.2 169.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  18 381.2 178.2  75.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 0.75 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B1-2 地盤標高：　13.87ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  5.44

△

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.50  0.50  17.0  18.0   8.0

 1.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 2.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 3.50  1.00  18.0  19.0   9.0

 4.30  0.80  18.0  19.0   9.0

21.00 16.70  18.0  19.0   9.0

 1.30   3  22.6   9.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  12  39.6  16.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30   7  58.2  25.2  10.6  12.3   0.0  22.1  0.490.288 0.510 0.566 Ｘ

 4.23  12  75.8  33.5  10.6  12.3   0.0  28.8  1.000.831 0.491 1.690 ○ 4.38  15  78.6  34.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  16  96.2  43.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  23 115.2  52.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  16 134.2  61.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30  17 153.2  70.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  18 172.2  79.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  18 191.2  88.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

11.30  14 210.2  97.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

12.30  18 229.2 106.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

13.30  18 248.2 115.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

14.30  17 267.2 124.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

15.30  17 286.2 133.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

16.30  14 305.2 142.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

17.30  18 324.2 151.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

18.30  14 343.2 160.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

19.30  18 362.2 169.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

20.30  18 381.2 178.2  75.0   0.0   0.0 ***** ********** ***** ***** *

沈下量

 1.30 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B2-1 地盤標高：　14.66ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.50  0.50  17.0  18.0   8.0

 1.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 3.00  1.50  16.0  17.0   7.0

 4.00  1.00  18.0  19.0   9.0

10.50  6.50  18.0  19.0   9.0

 1.30   5  22.6   9.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   6  39.6  16.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  11  57.2  24.2  10.6  12.3   0.0  30.4  1.001.121 0.224 5.016 ○

 4.30   3  76.2  33.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30   7  95.2  42.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30   9 114.2  51.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  11 133.2  60.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30  14 152.2  69.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  12 171.2  78.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  13 190.2  87.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B2-1 地盤標高：　14.66ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.50  0.50  17.0  18.0   8.0

 1.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 3.00  1.50  16.0  17.0   7.0

 4.00  1.00  18.0  19.0   9.0

10.50  6.50  18.0  19.0   9.0

 1.30   5  22.6   9.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   6  39.6  16.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  11  57.2  24.2  10.6  12.3   0.0  30.4  1.001.121 0.298 3.762 ○

 4.30   3  76.2  33.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30   7  95.2  42.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30   9 114.2  51.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  11 133.2  60.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30  14 152.2  69.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  12 171.2  78.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  13 190.2  87.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B2-1 地盤標高：　14.66ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  0.00

○

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.50  0.50  17.0  18.0   8.0

 1.50  1.00  16.0  17.0   7.0

 3.00  1.50  16.0  17.0   7.0

 4.00  1.00  18.0  19.0   9.0

10.50  6.50  18.0  19.0   9.0

 1.30   5  22.6   9.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   6  39.6  16.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  11  57.2  24.2  10.6  12.3   0.0  30.4  1.001.121 0.522 2.150 ○

 4.30   3  76.2  33.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30   7  95.2  42.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30   9 114.2  51.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 7.30  11 133.2  60.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30  14 152.2  69.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30  12 171.2  78.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30  13 190.2  87.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

沈下量

 0.00 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B2-2 地盤標高：　14.07ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  5.55

△

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.60  0.60  17.0  18.0   8.0

 1.50  0.90  17.0  18.0   8.0

 2.35  0.85  16.0  17.0   7.0

 3.50  1.15  16.0  17.0   7.0

 4.30  0.80  18.0  19.0   9.0
 4.90  0.60  18.0  19.0   9.0

 5.80  0.90  18.0  19.0   9.0

 7.50  1.70  18.0  19.0   9.0

10.50  3.00  18.0  19.0   9.0

 1.33   2  23.9  10.6  10.6  12.3   0.0  14.4  0.170.160 0.219 0.730 Ｘ

 2.30   6  40.6  17.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  11  57.6  24.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.23   3  74.8  32.5  10.6  12.3   0.0  13.5  0.150.154 0.214 0.718 Ｘ 4.38   6  77.6  33.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  13  95.2  42.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  15 114.2  51.2  10.6  12.3   0.0  29.0  1.000.867 0.201 4.316 ○

 7.30  17 133.2  60.2  10.6  12.3   0.0  30.0  1.001.032 0.196 5.263 ○

 8.30  11 152.2  69.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   9 171.2  78.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   8 190.2  87.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

沈下量

 3.80 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B2-2 地盤標高：　14.07ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法  9.25

△

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.60  0.60  17.0  18.0   8.0

 1.50  0.90  17.0  18.0   8.0

 2.35  0.85  16.0  17.0   7.0

 3.50  1.15  16.0  17.0   7.0

 4.30  0.80  18.0  19.0   9.0
 4.90  0.60  18.0  19.0   9.0

 5.80  0.90  18.0  19.0   9.0

 7.50  1.70  18.0  19.0   9.0

10.50  3.00  18.0  19.0   9.0

 1.33   2  23.9  10.6  10.6  12.3   0.0  14.4  0.170.160 0.293 0.548 Ｘ

 2.30   6  40.6  17.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  11  57.6  24.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.23   3  74.8  32.5  10.6  12.3   0.0  13.5  0.150.154 0.286 0.538 Ｘ 4.38   6  77.6  33.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  13  95.2  42.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  15 114.2  51.2  10.6  12.3   0.0  29.0  1.000.867 0.268 3.237 ○

 7.30  17 133.2  60.2  10.6  12.3   0.0  30.0  1.001.032 0.261 3.948 ○

 8.30  11 152.2  69.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   9 171.2  78.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   8 190.2  87.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

沈下量

 4.72 cm



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2001年））

件名：   SI-2902号_新ごみ処理施設建設予定地地質調査業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. B2-2 地盤標高：　14.07ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

ＰＬ法 13.99

△

ＦＬ値による判定
　Ｘ－液状化すると判定
　○－液状化しないと判定
ＰＬ法による判定
　Ｘ－ＰＬ＞１５　　　液状化危険度が極めて高い
　△－１５≧ＰＬ＞５　液状化危険度が高い
　○－ＰＬ≦５　　　　液状化危険度が低い

 0.60  0.60  17.0  18.0   8.0

 1.50  0.90  17.0  18.0   8.0

 2.35  0.85  16.0  17.0   7.0

 3.50  1.15  16.0  17.0   7.0

 4.30  0.80  18.0  19.0   9.0
 4.90  0.60  18.0  19.0   9.0

 5.80  0.90  18.0  19.0   9.0

 7.50  1.70  18.0  19.0   9.0

10.50  3.00  18.0  19.0   9.0

 1.33   2  23.9  10.6  10.6  12.3   0.0  14.4  0.170.160 0.512 0.313 Ｘ

 2.30   6  40.6  17.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  11  57.6  24.6   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.23   3  74.8  32.5  10.6  12.3   0.0  13.5  0.150.154 0.500 0.308 Ｘ 4.38   6  77.6  33.9   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  13  95.2  42.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 6.30  15 114.2  51.2  10.6  12.3   0.0  29.0  1.000.867 0.469 1.850 ○

 7.30  17 133.2  60.2  10.6  12.3   0.0  30.0  1.001.032 0.457 2.256 ○

 8.30  11 152.2  69.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   9 171.2  78.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   8 190.2  87.2   0.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

沈下量

 5.27 cm
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